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学習力が
どんどん
アップ！

授業の
推薦図書を
読もう

レポートは
どうやって
書くの？

静かに
勉強できる
場所がほしい

よし！
たくさん
本を読もう

スタート地点に立った皆さんへ
－ようこそ図書館へ－

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。希望に満
ちた大学生活のスタート地点に立ったわけですね。どんな出
来事が待っているでしょうか。サークル活動、アルバイト、
コンパと楽しいことがいっぱい……　おっと、ちょっと待っ
てください。学生の本分はやっぱり勉強、そして最初が肝心
です。授業や学習の強い味方となる図書館の利用方法を知っ
て、有意義で充実した大学生活を送りましょう。
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図書館の概要
本　館 医学図書館

特徴

島根大学の総合図書館として、あら
ゆる分野の資料があります。建物
は平成25年４月にリニューアルし、
明るく開放的な雰囲気の中で、学習
をサポートします。一般の方の利用
が多いのも特徴です。

医学系の専門図書館で、医学、看護
学の資料が充実しています。医学部
の学生や教員は24時間利用するこ
とができます。

蔵書冊数 約733,000冊 約127,000冊

開館時間

授業期間
　平日  8：30〜21：30
　休日10：00〜17：30
長期休業期間は異なるので、開館カ
レンダーなどで確認してください。

授業期間
学内利用者は24時間利用可能
長期休業期間は異なるので、開館カ
レンダーなどで確認してください。

貸出可能
冊数

学部学生は２週間　10冊まで
雑誌は貸出していません。

図書７日間　　雑誌２日間
あわせて10冊まで

図書館に入ってみよう
本　館 医学図書館

入る

入館ゲートを通る時に学生証が必要
です。忘れた時はカウンターへ申し
出てください。

入館ゲートがありますが、開館中は
学生証なしで入れます。開館時間外

（夜間）は学生証が必要です。一時
退館する時も、学生証を持って出る
ようにしましょう。

出る 退館ゲートから出ます。図書の貸出手続きをしないで持ち出すと、警告
音が鳴るので注意しましょう。

本を
借りる

開館中は、自動貸出装置を使っていつでも貸出ができます。１回に限り
貸出延長が可能です。

本を返す 資料の返却はカウンターへ。
図書館が閉まっている時は、返却ポストへ入れてください。

パソコン
を使う

ＰＣルームに41台あり、いつでも
利用できます。
ノートパソコンは、無線ＬＡＮが利
用できます。

文献検索コーナー（９台）で利用で
きます。台数が限られているため、
譲り合って利用しましょう。

静かに
勉強する

１階に147席、２階に172席の閲覧
室があります。

２階に188席、３階に25席の閲覧
室があります。

コピーを
する

複写コーナーでできますが、図書館資料の複写に限ります。コイン式で
モノクロ１枚10円です。
コピーカードや学生証の電子マネーが使えるコピー機もあります。

友達と
勉強する

ラーニングコモンズ、グループ学習
室が利用できます。ホワイトボード
やプロジェクタも使えます。
ラーニングコモンズは、人数に応じ
て机や椅子の移動、組み合せが可能
です。

セミナー室で、資料やＰＣを利用し
たグループ学習ができます。
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入館するには学生証が必要
です。忘れた時は、カウンタ
ーで入館手続きをすれば入る
ことができます。また、退館
する時もゲートを通ります。

通常は図書館の資料展示
を行っていますが、学習や研
究成果の発表なども受け付
けています。館内には、この
ほかにも利用可能な展示コー
ナーがあります。

コイン式と、学生証の電子
マネーが使えるコピー機です。

論文が掲載された学術雑
誌は、長期間保存するため
製本します。

明るいロビーは、授業の合
間の休憩や、友だちとの待ち
合わせなどにどうぞ。不用に
なった本を無料で提供しあう
コーナーもあります。

図書の返却は、カウンター
の返却台へお願いします。サ
ブカウンターには学生サポ
ーター（図書館コンシェルジ
ュ）がいるので、わからない
ことがあれば気軽に質問で
きます。

図書の貸出手続きはこちら
でどうぞ。

総記、哲学、宗教、歴史、
政治、法律など

新聞は手軽で便利な情報
源です。主要な全国紙・地
方紙をはじめ、英字新聞や折
込チラシも置いています。ま
た、手軽な読み物として、文
芸、ファッション、音楽、料理、
スポーツなどの雑誌も揃って
います。

自習のほか、グループやゼ
ミなど人数や内容に合わせ
た多目的な学習ができるスペ
ースです。

⓯書庫（和図書）

平成25年４月に本館がリニューアルオープンして１年がたちました。学生の皆さんには、明るく

きれいで使いやすくなったと喜んでいただいています。また、大学図書館にしかない専門資料を利用

するため、一般市民の方もたくさん来館されます。本館は、島根大学の総合図書館として学生や教職

員の皆さんの学習、教育、研究をサポートするのはもちろんのこと、資料提供や情報発信を通じて地

域に貢献する学術情報拠点でもあるのです。

まず１階をご案内しましょう。館内は３つのゾーンに分かれ
ています。入口に近い交流ゾーン（オレンジ）には、広々とし
たラーニングコモンズがあります。自習だけでなく、グループ
学習やちょっとしたイベントにも利用できる明るく開放的なス
ペースで、毎日多くの利用者で賑わっています。近くには新聞、
雑誌、新着図書のコーナーがあります。図書館といえば「静か
に勉強しないといけない」というイメージでしたが、もっと多
目的な使い方ができるようにしました。勉強のためだけでなく、
リフレッシュやイベントにも利用することができます。

総記、哲学、宗教、歴史、
政治、法律など

事典、辞書、白書など

❾�語学学習・キャリア・
旅行ガイド・留学生用
図書

⓰書庫（和雑誌）

授業のお薦め本コーナー
ですが、大学での授業の受
け方、レポートの書き方、プ
レゼンのしかたなど、参考に
なる本もまとめて置いてあり
ます。

❶入館ゲート・退館ゲート

❷ロビー

❸展示室

❹新聞・雑誌コーナー

❺ラーニングコモンズ

❻コピー機／ロッカー

❼サービスカウンター

❽閲覧室（和図書）

❿授業関連図書

⓫参考図書

⓬自動貸出装置

⓭閲覧室（洋雑誌）

⓮研究個室

⓰

⓮

⓭

⓭⓫⓯

⓬

❿

❾

❺

❻

❹
❶❷

❸

❽

❼

本　館
（松江キャンパス）

1F

ゲートロビー

展示室

返却ポスト

新聞・雑誌
コーナー

ラーニング
コモンズ

閲覧室（和図書）

授業関連図書

自動貸出装置

サービス
カウンター

参考図書

閲覧室（洋雑誌）

研究個室

書庫（和雑誌）

書庫（和図書）

コピー機
ロッカー

語学学習・キャリア
旅行ガイド
留学生用図書
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「本気で勉強するぞ！」という人は、館内を奥へ進みましょう。学習ゾーン（緑）は、
利用の多い学生用図書を中心とした自習のためのスペースです。書庫をオープンにしたこ
とで閲覧室との行き来がスムーズになり、資料を探しやすくなりました。

南に面した窓際のカウンター席も人気があります。明るい日差しと目の前に広がる景色
に癒されます。前の人を気にしなくてもいいので、意外と落ち着くスペースです。

館内の１番奥は研究ゾーン（青）です。静かに落ち着いて学習できるよう整備され、空
いていれば個室も利用できます。

８席と12席の２室あり、空
いていればいつでも借りるこ
とができます。

授業や勉強の合間の休憩
に利用できます。ふた付き飲
み物OKですが、汚さないよ
う気をつけましょう。経済、社会学、教育、自然

科学、技術など

静かな空間で集中して勉
強したい時にお薦めです。１
階に２室、２階に３室あり、
空いていればいつでも利用で
きます。

PCが41台あり、レポート
作成やインターネットを使っ
た資料探しなど、いつも利用
者でいっぱいです。

１万冊以上の新書・文庫を
置いています。読書のための
椅子も近くにあるので、空き
時間に手軽に読めます。新書
は、様々な分野の入門書とし
ても重宝します。

テレビ、ビデオ、DVDを利
用できます。グループブース
もあり、友だちと一緒の利用
もOKです。ただし、資料の
館外貸出はできません。

❺グループ学習室

❶ラウンジ

❽閲覧室（和図書）

⓮研究個室

❸ＰＣルーム

❹文庫・新書コーナー

❻ＡＶルーム

❷ラーニングコモンズ2

❼マイクロ資料室

❿参考図書

❾�教科書・絵本
　放送大学テキスト

産業、芸術、言語、文学
など

社会科学、自然科学、技術、
産業、芸術、言語、文学

洋図書、文庫・新書のバッ
クナンバー

⓫閲覧室（和図書）

⓬書庫（和図書）

⓭書庫

❶ ❷

❸

⓫

⓮

⓭

⓬ ❿
❽

❾

❹

❼

❻

❺

本　館
（松江キャンパス）

2F

足下を見てください。館内の床は、書庫を除いたほぼ全面がOAフロアになっています。
図書館で利用できる資料は、紙に印刷された図書や雑誌だけではありません。様々な分
野のデータベース、電子版の図書や雑誌も利用できます。図書の検索はOPACと呼ばれる
システムを使い、パソコンや最近ではスマホでも検索できます。パソコンはPCルームで
利用できますが、ノートパソコンを持ち込む方のために、無線LANも整備されています。

学年が進むにつれて、電子資料やデータベースの使い方を知っているといないとでは
大違いです。最初は本だけで間に合うかもしれませんが、論文検索など資料を探すノウ
ハウが必ず必要になってきます。PCルームでは、電子資料や検索方法についての講習会
を開催していますので、ぜひ参加しましょう。

閲覧室（和図書）書庫

書庫（和図書）
閲覧室（和図書）

PCルーム

文庫・
新書コーナー

ラウンジ

グループ
学習室

AVルーム

マイクロ資料室

� 教科書・絵本
　放送大学テキスト

参考図書

研究個室

ラーニング
コモンズ2
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３階は事務スペースが中心で、利用できるエリアはわずかです。３階書庫の上は少し天
井の低い積層書庫になっており、古い資料や貴重な資料を保存しています。ふだん利用す
ることはあまりありませんが、たとえば調べ物で、過去の新聞や教科書、白書や年鑑など、
古い資料が必要になることがあるかもしれません。４階以上の書庫に入って資料を探す時
は、カウンターで手続きをしてください。

このほかにも、図書館では資料に関する

様々なサービスを受けることができます。

困った時はカウンターへ相談してください。

■図書館にない本をリクエストする
必要な本があれば、図書館ホームページ

から申し込みができます。

■学外から資料を取り寄せる
図書館になくても諦めないで。図書や、

必要な資料のコピーを取り寄せることが

できます。

■図書館にあるけど貸出中
予約をすることができます。返却される

とメールで通知が届きます。

■MyOPAC
図書館ホームページから、MyOPACサ

ービスを使ってみましょう。今借りている

図書や、今までどんな本を借りたかなどが

確認できます。また、メールアドレスを登

録しておくことで、返却期限や予約した本

の通知が届くなど、便利なサービスが受け

られます。

図書館は多くの人が利用する施設です。みんなが気持ちよく利用できるよう、ご協力をお願いします。
■�飲食や携帯電話の使用は周りに迷惑をかけます。館内では携帯電話の使用と、蓋付きの飲み物が飲める場所が決
まっています。食事はできません。

■資料や施設、設備を大切に扱いましょう。
■ネット上のルールやマナーを守りましょう。
■大事な荷物を机に置きっぱなしにしないようにしましょう。忘れ物にも注意してください。
■グループだと、ついつい話し声が大きくなったりします。自分では気が付かないこともあるので気をつけましょう。
■ゴミを捨てる時は分別しましょう。飲み物の容器類は館内のゴミ箱には捨てないでください。

皆さんが最もよく利用するのは図書資料です。館内に

はたくさんの図書があり、「日本十進分類法」のルール

によってすべての図書に分類番号が付され、その順番に

並んでいます。

大まかな分類番号は次のとおりです。これを参考に、

書架の見出しを見ながら探しましょう。

000　総記（情報科学、図書館、ジャーナリズムなど）

100　哲学（哲学、心理学、宗教など）

200　歴史（歴史、伝記、地理など）

300　社会科学（法律、経済、社会、教育など）

400　自然科学（数学、物理、化学、医学など）

500　技術（工学、工業、家政など）

600　産業（農林水産業、商業、通信など）

700　芸術（美術、音楽、スポーツなど）

800　言語

900　文学

島根県に関連する資料室
です。図書と雑誌のほか、遺
跡資料や松江になじみの深
い小泉八雲に関する資料も
収めてあります。

３階　雑誌（大学紀要）
５階　新聞バックナンバー・白書・年鑑・統計類
７階　遺跡資料、学位論文
８階　中国語図書、教科書

❶地域資料室 ❷書庫

❷

❶

本　館
（松江キャンパス）

3F

＊
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

書庫

地域
資料室
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EV

EV

PC

PC

PC

開館中は学生証なしで自由
に入退館できますが、開館時
間外（夜間）は入館時に学生
証が必要です。休憩のために
一時退館する時は、学生証を
持って出ましょう。また、退
館する時もゲートを通ります。

事典、辞書、白書、年鑑な
どがあります。

座席は188席で、24時間利
用できます。書架には医学系
を中心とした図書、雑誌を置
いています。

資料やPCを利用したグル
ープ学習ができます。図書館
利用や検索の講習会もここ
で開催します。

PCが９台あり、Web検索、
各種データベース検索がで
きます。台数が限られている
ため、レポート作成などはご
遠慮ください。

医学図書館は24時間利用
できるので、自動貸出装置で
いつでも貸出ができます。

❶入館ゲート・退館ゲート

❾参考図書

❿閲覧室

⓬セミナー室

⓫本の交換広場

❹文献検索コーナー

❺新着雑誌

❷自動貸出装置

資料の返却はカウンター
へ。開館中は職員がいますの
で、図書館の利用方法や資
料の探し方など気軽に尋ね
てください。

コイン式と、学生証の電子
マネーが使えるコピー機で
す。コピーの際には注意事項
をよく読みましょう。

DVD、CD-ROMなどの資料
を置いています。

チュートリアル教育で使用
する資料を集めたコーナーです。

❸カウンター

❻複写コーナー

❼マルチメディア

❽チュートリアル図書

出雲キャンパスでは各棟が２階ですべてつながっているた
め、図書館の入館ゲートは２階に設けてあります。入館ゲート
をぬけた２階のフロアには188席の広い閲覧室があります。利
用の多い学生用図書と近年刊行された学術雑誌（2004年以降）
が並んでいます。１階はほとんどが書庫、３階には25席の閲
覧室があります。

医学図書館の所蔵資料は、医学、看護学とその近接領域の雑
誌、専門書がほとんどです。そのため、本館の分類法とは違う「米
国国立医学図書館分類法」により分類番号が付されています。

❶

❸
❹

❺

❻ ❼ ❽
❾

❿

⓫

⓬

❷

図書館は多くの人が利用する施設です。みんなが気持ちよく利用できる
よう、ご協力をお願いします。
■閲覧室では飲食や携帯電話の使用はできません。
■資料や施設、設備を大切に扱いましょう。
■ネット上のルールやマナーを守りましょう。
■�机に荷物を置きっぱなしにしないでください。席を譲り合って利用しましょう。

＊
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

閲覧室

自動貸出装置

新着雑誌

カウンター

本の交換広場

セミナー室

参考図書

マルチメディア

複写コーナー
返却ポスト

チュートリアル
図書

文献検索
コーナー

ゲート

医学図書館は、医学、看護学関連資料を整備した専門図書館です。医学部の学生、教職員だけでな

く、附属病院の医師や看護師も含めた、学習、教育、研究支援を行っています。開館時間外でもＩＣ

カードにより24時間利用でき、夜遅くまで勉強する学生や、診療時間後に研究する教職員をサポー

トしています。また、地域医療に従事する方々や一般市民に、所蔵する専門資料を提供するサービス

も行っています。

医学図書館
（出雲キャンパス）

2F
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EV

EV

PC

PC

PC

EV

学術情報スキルの向上を目指して、学生、教職員向けの利用講習会、データベース
検索講習会などを数多く開催しています。ぜひ参加してください。

入口横の「本の交換広場」は、卒業生など個人で不用になった本を交換し合うリユ
ースコーナーです。学習の参考となる本が多く提供されているので、思わぬ掘り出し
物が見つかるかもしれません。

３階の静かな一角にあり、
集中して自習することができ
ます。

⓭自由閲覧室

⓭

医学図書館
（出雲キャンパス）

3F
このほかにも、医学図書館では資料に関する様々
なサービスを受けることができます。困った時は
カウンターへ相談してください。

■図書館にない本をリクエストする
必要な本があれば、カウンターへ申し込んでく
ださい。

■学外から資料を取り寄せる
図書館になくても諦めないで。図書や、必要な
資料のコピーを取り寄せることができます。

■図書館にあるけど貸出中
予約をすることができます。返却されるとメー
ルで通知が届きます。

■MyOPAC
図書館ホームページから、MyOPACサービスを
使ってみましょう。今借りている図書や、今まで
どんな本を借りたかなどが確認できます。また、
メールアドレスを登録しておくことで、返却期限
や予約した本の通知が届くなど、便利なサービス
が受けられます。

階段の前には新聞コーナ
ー、階段下には休憩や飲食が
できるアメニティコーナーを
用意しています。新聞は国内・
地方主要紙、英字新聞が読め
ます。過去３ヶ月分を置いて
います。
アメニティコーナーには丸
テーブルと椅子があります。
休憩タイムやミニ打ち合わせ
にどうぞ。

ビデオテープやDVDなど
を利用して、映像資料による
学習ができます。利用したい
時はカウンターへ申し込んで
ください。

医学部の教育や研究現場
では、学術雑誌論文がよく
利用されます。雑誌は製本し
て、大きな電動集密書架に
保存されています。

❶新聞／アメニティコーナー

❸ビデオ室

❷書庫（製本雑誌）

一般図書、医学関係の図
書があります。書庫は自由に
入って資料を探すことができ
ます。見つからない時はカウ
ンターへ尋ねてください。

❹書庫（図書）

❶

❸

❹

❷

1F

自由閲覧室

書庫（図書）

ビデオ室

書庫（製本雑誌）

新聞／
アメニティコーナー
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図
書
館
っ
て
す
ご
い

ー
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

特
集

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

！

■
法
文
学
部
　
言
語
文
化
学
科
2
年

久
保
健
太

大
学
生
に
な
る
と
、
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
の

た
め
に
様
々
な
本
を
探
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
図
書
館
の
た
く
さ
ん
の
本
の
中
か
ら
、
自

分
が
必
要
な
本
を
ど
う
や
っ
て
探
せ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

図
書
館
に
あ
る
本
は
す
べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ト
ル
や
著
者
が
わ

か
れ
ば
、
図
書
館
内
に
あ
る
O
P
A
C
端
末
や
PC

ル
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
、
ま
た
は
自
分
の
ス
マ
ー
ト

ホ
ン
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
す

る
感
覚
で
探
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

次
に
、
お
目
当
て
の
本
の
請
求
記
号
と
配
架

場
所
を
メ
モ
し
て
館
内
を
探
し
ま
わ
る
わ
け
で
す

が
、
図
書
館
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
を
な
ん
と
な

く
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
頭
に
入
れ
て
お
け
ば
、
ス
ム

ー
ズ
に
探
せ
ま
す
。
課
題
で
利
用
す
る
本
の
ほ
と

ん
ど
は
、
一
階
ま
た
は
二
階
の
閲
覧
室
か
書
庫
の

本
な
の
で
す
。
新
着
図
書
や
雑
誌
論
文
、
新
聞
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
別
の
場
所
の
資
料
も
あ
り

ま
す
が
、
本
に
関
し
て
は
閲
覧
室
と
書
庫
の
本
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け
ば
、
た
い
て
い
は
事
足
り
ま

す
。本
を
読
ん
だ

り
借
り
た
り
す

る
際
の
手
続
き

も
、す
べ
て
同
じ

で
す
。　

（
く
ぼ　

け
ん
た
）

■
生
物
資
源
科
学
部
　
農
業
生
産
学
科
3
年

香
西
俊
哉

大
学
生
に
な
り
、
学
生
証
を
手
に
入
れ
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
る
大
き
な
恩
恵
の
一
つ
に
、
自
由
に

図
書
館
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
生

証
を
使
っ
て
ゲ
ー
ト
を
抜
け
る
と
、
そ
の
先
に
は

「
活
字
の
海
」
が
待
っ
て
い
ま
す
。
本
棚
の
間
を
歩

き
ま
わ
っ
て
目
的
の
本
や
気
に
入
っ
た
本
を
見
つ

け
る
、静
か
な
空
間
で
読
書
や
勉
強
に
打
ち
込
む
、

研
究
の
た
め
に
専
門
的
な
資
料
や
論
文
を
調
べ
る

等
々
、
そ
の
海
を
ど
う
泳
ぐ
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
で
す
が
、
図
書
館
を
利
用
し
、
本
と
関
わ
る

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
す
。

大
学
図
書
館
は
、
学
生
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
で
き
て
い
ま
す
。
本
棚
の
本
だ
け
で
な
く
、ネ
ッ

ト
を
含
め
様
々
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
が
充

実
し
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
図
書
館
は
、勉
強
や
研
究
を
含
め
て
、

学
生
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
く
存
在
で
あ
る

の
で
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
大
学
時
代
は
時
間

を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
時
期
で
す
。

思
い
の
ま
ま
本
を
読
み
あ
か
し
、
活
字
の
海
を
泳

ぎ
回
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、面
白
い
発
見
や
経

験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
。（

こ
う
ざ
い　

と
し
や
）

■
法
文
学
部
　
社
会
文
化
学
科
3
年

中
谷
　
平

　

新
入
生

の
皆
さ
ん
、

大
学
生
に

な
る
と
つ

い
つ
い
遊

び
た
く
な

っ
た
り
、サ

ー
ク
ル
活

動
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
熱
中
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
学
生
の
本
業
は
「
勉
強
」

で
す
。
授
業
ご
と
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
、最
終

的
に
は
卒
業
論
文
を
作
成
し
な
い
と
い
け
な
い
の

で
す
。
大
学
に
入
学
し
た
ら
、
ま
ず
図
書
館
に
行

き
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
の
学
び
た
い
分
野
に
関
す
る

本
、参
考
に
な
る
本
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で

大
学
生
活
の
半
分
は
大
丈
夫
…
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
大
学
時
代
は
社

会
人
に
な
る
た
め
の
準
備
段
階
」
な
ど
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
ま
た
「
大
学
生
ほ
ど
時
間
に
余
裕
が

あ
る
時
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、人
生
の
中
で

も
自
由
な
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

提
案
で
す
。自
分
に
ぴ
っ
た
り
な
一
冊
を
図
書
館
で

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
本
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

素
敵
な
本
に
出
会
っ
て
し
ま
う
と
、
夢
中
に
な
る

は
ず
で
す
。
図
書
館
で
は
本
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

な
か
な
か
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
利
用
す
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
な
か
た
に　

た
い
ら
）

■
総
合
理
工
学
部
　
数
理
・
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
年

福
島
悠
太

新
入
生

の
皆
さ
ん
、

大
学
生
活

に
は
慣
れ

ま
し
た
か
。

大
学
と
高

校
の
違
い

の
ひ
と
つ

に
、
空
き
コ
マ
が
あ
り
ま
す
。
授
業
と
授
業
の
間

に
、一
コ
マ
分
時
間
が
空
く
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん

は
こ
の
時
間
を
ど
う
過
ご
し
ま
す
か
。

私
を
含
め
多
く
の
学
生
が
、
こ
の
空
き
時
間
を

図
書
館
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す

る
人
も
い
ま
す
。
図
書
館
は
暑
い
時
期
で
も
寒
い

時
期
で
も
と
て
も
過
ご
し
易
く
、
さ
ら
に
き
れ
い

で
静
か
な
の
で
、
勉
強
の
合
間
に
少
し
だ
け
リ
ラ

ッ
ク
ス（
居
眠
り
?
）す
る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
も
の
で
す
。
新
し
く
出
来
た
友
達
と
一
緒
に
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
や
グ
ル
ー
プ
学
習
室
で
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
AV
ル
ー
ム
で
映
画
を
観
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
空
き
時
間
が
長
い
と
き
や
、
ゆ
っ
く

り
で
き
る
授
業
後
が
お
薦
め
で
す
。
図
書
館
は

勉
強
だ
け
で
な
く
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
に
も
な
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
大
学
生
活
の
中
に
、
ぜ
ひ

図
書
館
を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
ふ
く
し
ま　

ゆ
う
た
）

　
私
た
ち
は
、
図
書
館
で
時
間
外
開
館
を
担
当
し
て
い
る
学
生
で
す
。
大
学
で
は
単
位
を
取
得
す
る
に

あ
た
っ
て
、
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
課
題
を
こ
な
す
に
は
専
門

書
が
必
要
で
、
図
書
館
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
夜
は
私
た
ち
が
、
ま
た
本
館
で
は
昼
間
も

学
生
の
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
ま
す
の
で
、
頼
り
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
そ
れ
で
は
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
、
私
た
ち
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
届
け
し

ま
す
。

■
法
文
学
部
　
言
語
文
化
学
科
2
年
　
吾
郷
綾
香
（
あ
ご
う　

あ
や
か
）
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図
書
館
っ
て
す
ご
い

ー
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

特
集

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

！

■
法
文
学
部
　
社
会
文
化
学
科
4
年

前
田
宏
子

昨
年
の
春
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
は

大
変
身
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
の
図
書
館
は
と

に
か
く
明
る
く
、き
れ
い
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
あ
っ
た
心
地
よ
い
空
間
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
。
あ
ま
り
本
は
読
ま
な
い
し
、
図
書
館
に
は

興
味
な
い
な
と
い
う
方
、
図
書
館
に
あ
る
の
は

専
門
的
な
小
難
し
い
本
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ゲ
ー
ト
を
入
っ
た
右
手
に
は
、
大
き
な
書

架
に
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

術
、
旅
行
誌
な
ど
の
面
白
そ
う
な
雑
誌
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
新
聞
ラ
ッ
ク
に
は
20
紙
ほ
ど

の
新
聞
が
並
び
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
含
め
自

由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

階
段
を
二
階
へ
と
上
る
と
吹
き
抜
け
の
ラ
ウ

ン
ジ
が
あ
り
、
飲
み
物
（
蓋
付
き
に
限
定
！
）

片
手
に
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
人
の
姿
も
あ
り
ま

す
。
隣
に
は
AV
ル
ー
ム
が
あ
り
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
D
V
D
を
鑑
賞
で
き
る
の
で
お
薦
め
で

す
。
館
内
は
無
線
L
A
N
が
利
用
で
き
る
の
で
、

自
分
の
PC
を
持
ち
込
ん
で
ネ
ッ
ト
環
境
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
四
回
生
の
私
は
一
年
間

し
か
新
し
い
図
書
館
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
四
年
間
利
用
し
放

題
で
す
。
ま
ず

は
一
度
、
図
書

館
の
ゲ
ー
ト
を

く
ぐ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
ま
え
た　
ひ
ろ
こ
）

■
生
物
資
源
科
学
部
　
地
域
環
境
科
学
科
2
年

宮
川
侑
子

　

新
入
生

の
皆
さ
ん
、

新
た
な
生

活
が
始
ま

り
充
実
し

た
日
々
を

お
過
ご
し

で
し
ょ
う
。そ
の
日
常
の
中
に
図
書
館
を
と
り
い

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
図
書
館
に
行
っ
て
、
館
内
を
思
う
存

分
探
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
入
口
の
ゲ
ー
ト

の
入
り
方
や
自
動
貸
出
機
で
の
本
の
借
り
方
な

ど
、
初
め
は
戸
惑
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
図

書
館
に
は
専
門
書
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
本
が

あ
る
の
で
、
自
分
に
必
要
な
本
が
き
っ
と
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
方
は
、「
ブ
ッ
ク
★
コ
ン
パ

ス
」「
ひ
と
た
な
ブ
ッ
ク
ス
」「
初
年
次
教
育
図

書
」「
新
着
図
書
」
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る

の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
の
が

「
M
y
O
P
A
C
」
で
す
。
M
y
O
P
A
C
は
図

書
館
HP
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
図
書
の
貸
出

予
約
や
延
長
が
ネ
ッ
ト
上
で
で
き
る
た
め
、
図

書
館
に
行
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。
自
分

が
ど
ん
な
本
を
借
り
て
い
る
の
か
も
確
認
で
き

ま
す
。
図
書
館
探
索
を
し
て
、
お
気
に
入
り
の

場
所
や
過
ご
し
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
み
や
か
わ　

ゆ
う
こ
）

■
医
学
系
研
究
科
修
士
課
程
1
年

倉
本
純
子

　

医
学
図

書
館
の
良

い
所
は
、

「
開
館
時

間
が
長
い

こ
と
」
と

「
親
身
な

サ
ポ
ー
ト
」
で
す
。
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、学

生
証
を
持
っ
て
い
れ
ば
特
別
な
日
で
な
い
限
り

24
時
間
入
館
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
勉
強
し

た
り
、図
書
を
借
り
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
親
身

な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
方
を
は
じ

め
、
私
た
ち
時
間
外
職
員
（
平
日
17
時
〜
20
時
、

土
日
祝
日
10
時
〜
16
時
）
も
、
使
い
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
図
書
館
に
な
る
よ
う
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
時
間
外
は
、
ほ
ん
の
少
し
で

き
る
事
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
本
の
貸
出
や
返
却
、
文
献
検
索
、
セ

ミ
ナ
ー
室
の
利
用
、
職
員
へ
の
取
り
次
ぎ
な
ど
、

様
々
な
形
で
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
生
と
職
員
の
両
方
の
立
場
か
ら
、
わ
か

り
や
す
く
、
親
身
に
、
学
生
の
気
持
ち
に
沿
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
医
学
図
書
館
を
利
用

し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
実

り
多
い
大
学
生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

（
く
ら
も
と　

じ
ゅ
ん
こ
）

■
医
学
部
　
看
護
学
科
4
年

田
代
　
望

私
は
、
病
棟
実
習
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
資

料
が
必
要
な
時
に
、
よ
く
図
書
館
を
利
用
し
ま

し
た
。
疾
患
や
症
状
に
対
す
る
看
護
に
つ
い
て

知
り
た
い
時
や
、
疾
患
が
起
こ
る
過
程
を
調
べ

た
い
時
に
、
図
書
館
の
医
学
書
や
看
護
書
を
利

用
し
ま
す
。
看
護
書
も
徐
々
に
増
え
、
知
り
た

い
内
容
や
探
し
て
い
た
本
が
す
ぐ
に
見
つ
か
り

ま
す
。
利
用
の
多
い
本
は
二
冊
以
上
あ
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
貸
出
中
で
利
用
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
貸
出

中
で
も
、
予
約
を
す
れ
ば
返
却
と
同
時
に
連
絡

が
き
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
習
コ
ー
ナ
ー
に
は
実
習
で
必
要
と
な
る
看

護
書
が
ま
と
め
て
置
い
て
あ
り
、
忙
し
い
時
間

の
中
で
、
資
料
を
探
し
ま
わ
る
こ
と
な
く
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ピ
ー
機
も
館
内
に

あ
る
の
で
、
資
料
を
コ
ピ
ー
し
た
い
時
は
す
ぐ

に
で
き
ま
す
。
ど
こ
に
本
や
文
献
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
と
き
も
、
職
員
さ
ん
が
優
し
く
親
切

に
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
気
軽
に
尋
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
習
机
も
沢
山
あ
り
、
静
か
で

集
中
し
て
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
新
入
生
の

皆
様
も
、
ぜ
ひ

図
書
館
を
利
用

し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
た
し
ろ　

の
ぞ
み
）
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ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

自
覚
を
持
ち
、

中
身
の
濃
い
大
学
生
活
を

ー
島
根
大
学
経
営
協
議
会
委
員
か
ら
の
お
薦
め
の
本
ー

有
澤
　
寛

学
生
時
代
の
四
年
間
を
京
都
で
過
ご
し
ま
し
た
。

学
園
都
市
で
あ
り
、学
生
に
は
優
し
い
町
で
す
。
学

業
や
部
活
の
か
た
わ
ら
、
西
陣
織
の
工
場
や
精
密

機
器
の
会
社
、
帰
省
し
た
折
に
は
島
根
県
庁
や
松

江
市
の
菓
子
問
屋
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
現
実
社
会
を
学
び
ま
し
た
。社
会
の
ル
ー
ル
や
自

ら
の
適
性
を
知
る
こ
と
な
く
、卒
業
後
す
ぐ
に
就
職

し
、
三
年
以
内
に
退
職
や
転
職
す
る
人
た
ち
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、社
会
の
仕
組
み
を
知

る
こ
と
は
、
職
業
選
択
の
時
に
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。新
入
生
の
皆
さ
ん
は
学
内
に
留
ま
ら

ず
、
将
来
の
可
能
性
を
知
る
上
で
も
、
積
極
的
に

社
会
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

学
生
の
時
は
、『
5
人
の
猛
烈
な
ア
メ
リ
カ
人
』

な
ど
竹
村
健
一
さ
ん
の
本
を
好
ん
で
読
ん
だ
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
当
時
、世
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
達

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸
に
し
た
内
容
で
、五
十
年
近
く

経
っ
た
今
で
も
鮮
烈
な
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。十

数
年
前
、ご
本
人
に
お
会
い
し
ま
し
た
が
、自
由
奔

放
な
お
人
柄
で
、現
在
も
評
論
家
と
し
て
元
気
に
講

演
、
執
筆
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
心
を
積
極
化
し
て
、

　　幸
福
を
嘆
美
す
る
人
間
に
な
れ
！

私
が
紹
介
し
た
い
の
は
、中
村
天
風
著『
幸
福
な

る
人
生
』で
す
。
本
名
は
中
村
三
郎
で
、明
治
九
年

七
月
、
東
京
府
豊
島
郡
に
生
ま
れ
、
昭
和
四
十
三

年
十
二
月
に
九
十
二
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。
日
露

戦
争
の
軍
事
探
偵
と
し
て
満
州
で
活
躍
の
後
、
当

時
死
病
で
あ
っ
た
肺
結
核
を
発
病
し
た
こ
と
か
ら

人
生
を
深
く
考
え
、
真
理
を
求
め
て
欧
米
を
遍
歴

し
ま
す
。
そ
の
帰
路
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
麓
で
ヨ
ガ
の

聖
者
カ
リ
ア
ッ
パ
師
の
指
導
を
受
け
、
病
を
克
服

し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
実
業
界
で
活
躍
す
る
も
、

大
正
八
年
、
突
如
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
真

に
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
生
き
る
た
め
の
実
践

哲
学
「
心
身
統
一
法
」
の
講
演
活
動
を
始
め
ま
す
。

「
心
身
統
一
法
」
と
は
、「
人
生
を
積
極
的
に
捉
え
、

消
極
的
な
こ
と
が
心
の
中
に
浮
か
ん
で
も
一
切
関

わ
り
を
も
た
ず
、
心
を
正
常
に
保
つ
こ
と
が
重
要

だ
」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
本
に
は
、
秀
吉
が
草
履
取
り
か
ら
異
例
の

出
世
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、総
番
頭
の
柴
田
勝
家

が
そ
の
理
由
を
織
田
信
長
に
尋
ね
る
と
、「
あ
れ
は

の
う
、何
を
さ
せ
て
も
最
善
を
尽
く
す
。
あ
れ
は
嫌

だ
、
こ
れ
は
嫌
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
人
間

を
見
込
ま
ず
に
い
ら
れ
る
か
」と
答
え
た
と
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。社
会
人
と
し
て
同
感
す
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。　
（
あ
り
さ
わ　
か
ん
）

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
谷
厚
郎

私
が
大
学
に
入
学
し
た
昭
和
四
十
四
年
は
、い
わ

ゆ
る
「
大
学
紛
争
」
の
真
っ
只
中
で
し
た
。
そ
う
、

あ
の
東
大
の
入
試
が
な
か
っ
た
異
常
な
年
で
す
。入

学
式
は
大
学
で
開
催
で
き
ず
、学
外
で
し
た
が
、か

す
か
に
バ
ル
コ
ニ
ー
の
上
か
ら
学
長
が
挨
拶
し
て

い
た
よ
う
な
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
半

年
間
は
教
室
封
鎖
で
授
業
は
な
く
、あ
る
の
は
「
ク

ラ
ス
討
論
会
」
だ
け
で
し
た
。

入
学
し
て
す
ぐ
に
軽
音
楽
部
に
入
り
ま
し
た
が
、

デ
モ
に
誘
わ
れ
た
り
、「
大
学
の
自
治
と
は
何
か
」

な
ど
と
討
論
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
遊
ん
で
い
る
こ

と
の
罪
悪
感
に
か
ら
れ
、夏
ご
ろ
に
は
退
部
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、ヤ
マ
ハ
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
勝
す
る
よ
う
な
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
が

い
た
か
ら
で
す
。
も
し
続
け
て
い
れ
ば
私
も
・・・
。

授
業
が
始
ま
っ
て
も
、ジ
ャ
ズ
喫
茶
や
吉
田
拓
郎

に
明
け
暮
れ
、勉
強
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
の
が
メ
ジ

ャ
ー
で
し
た
。
本
当
に
情
け
な
い
。
で
も
、
ち
ゃ
ん

と
単
位
を
取
得
し
て
、め
で
た
く
ス
ト
レ
ー
ト
で
卒

業
で
き
ま
し
た
。な
ぜ
か
ゼ
ミ
の
先
生
に
は
可
愛
が

ら
れ
て
、卒
業
後
も
ず
っ
と
お
付
き
合
い
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
、小
学
生
だ
っ
た
先
生

の
息
子
が
、今
や
時
代
の
寵
児
、楽
天
の
三
木
谷
社

長
な
の
で
し
た
。

さ
て
、
本
の
話
で
す
が
、
学
生
時
代
、
勉
強
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
本
は
よ
く
読
み
ま
し
た
。
初
め
は

純
文
学
な
ど
と
格
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、次
第
に
松

本
清
張
や
推
理
小
説
な
ど
の
「
面
白
い
本
」
に
傾

斜
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
の
経
験
か
ら
行
く
と
、
読

書
は
連
想
ゲ
ー
ム
的
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
た
と

え
ば
、
私
の
大
学
は
神
戸
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
神

戸
物
の
推
理
小
説
が
多
い
「
陳
舜
臣
」
を
読
み
、そ

こ
か
ら
中
国
の
歴
史
物
へ
、ま
た
古
陶
磁
の
世
界
や

海
洋
物
等
々
、
作
者
も
小
説
の
テ
ー
マ
も
様
々
な

分
野
に
広
が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
具
合
で
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な
、
わ
く
わ
く
と

し
て
読
み
進
め
て
い
く
読
書
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、私
の
お
薦

め
は
浅
田
次
郎
で
す
。
フ
ァ
ン
も
多
い
の
で
紹
介
す

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
こ
を
敢
え
て
。『
蒼
穹

の
昴
』『
中
原
の
虹
』『
珍
妃
の
井
戸
』
と
い
っ
た
中

国
物
の
超
大
作
も
い
い
で
す
が
、
サ
ス
ペ
ン
ス
好
き

に
は
『
日
輪
の
遺
産
』
や
『
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
』。
で

も
何
と
い
っ
て
も
、
私
の
一
押
し
は
、『
天
切
り
松
』

シ
リ
ー
ズ
で
す
。伝
説
の
大
泥
棒
が
追
憶
す
る
愛
と

涙
の
裏
稼
業
。歴
史
的
な
人
物
が
意
外
な
形
で
絡
み

合
う
、
明
治
・
大
正
を
舞
台
に
繰
広
げ
ら
れ
る
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
、
こ
れ
ぞ
小
説
の
面
白
さ
で
す
。　

（
お
お
た
に　
あ
つ
ろ
う
）

一
畑
電
気
鉄
道
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

　
平
成
25
年
度
島
根
大
学
経
営
協
議
会
委
員
の
皆
様
か
ら
、
本
に
ま
つ
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
自
身
の
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
当
時
の
写
真
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
ほ
ろ
苦
い
青
春
時
代
の
思
い
出
が
あ
り
、ど
こ
に
で
も
い
る
若
者
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
こ
と
に
迷
い
、

悩
み
は
尽
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
し
て
何
か
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
て
、
進
む
べ
き
道
が
目
の
前
に
現
れ
ま
す
。
そ

の
き
っ
か
け
は
、
師
で
あ
っ
た
り
友
で
あ
っ
た
り
、
一
冊
の
本
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　
学
生
時
代
は
、人
生
で
最
も
多
く
の
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
す
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
、
座
右
の
書
と
な
る
本
が
見
つ
か
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

本館・1F閲覧
159/N37

本館・2F閲覧
913.6/A81
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ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

自
覚
を
持
ち
、

中
身
の
濃
い
大
学
生
活
を

ー
島
根
大
学
経
営
協
議
会
委
員
か
ら
の
お
薦
め
の
本
ー

梶
田
叡
一

島
根
大
学
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
生
に
な
っ
て
、身
の
回
り

の
世
界
も
、
自
分
の
内
面
の
世
界
も
、
高
校
生
時

代
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
新
た
な
気
持
ち
で
、与
え
ら
れ
た
島
根

大
学
で
の
学
生
生
活
を
自
分
自
身
の
豊
か
な
未

来
づ
く
り
の
た
め
に
生
か
し
き
る
、と
い
う
気
概

で
頑
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
学
生
に
な
る
と
、文
字
通
り
「
一
人
前
」
の

大
人
と
み
な
さ
れ
ま
す
。一
人
前
の
判
断
力
を
持

ち
、
一
人
前
の
働
き
が
出
来
、
一
人
前
の
責
任
感

を
持
ち
…
と
、「
一
人
前
」
が
つ
い
て
廻
り
ま
す
。

い
さ
さ
か
の
甘
え
も
持
つ
こ
と
な
く
、こ
の
新
し

い
事
態
に
対
応
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。成
人
式

に
ハ
メ
を
は
ず
し
て
大
騒
ぎ
す
る
若
者
の
姿
が

毎
年
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
ま
す
が
、自
覚
の
足
り

な
い
幼
稚
さ
の
現
れ
と
し
て
恥
ず
べ
き
も
の
で

す
。あ
の
よ
う
な
姿
に
象
徴
さ
れ
る
間
違
っ
た
解

放
感
は
、大
学
生
に
許
容
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
心
に
止
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
自
覚
と
緊
張
感
を
持
っ
て
、
専
門
領

域
の
勉
学
に
、
そ
し
て
幅
広
い
読
書
に
、
さ
ら

に
は
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た

多
様
な
体
験
に
、
貪
欲
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

大
学
生
時
代
に
は
、自
分
の
専
門
領
域
の
本
以

外
の
多
様
な
本
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
は
心
理
学
と
教
育
研
究
を（
多
く
の

大
学
で
講
義
や
演
習
を
40
年
以
上
）や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
二
つ
の
領
域
以
外
で
、
是
非
と
も

読
ん
で
お
い
て
頂
き
た
い
本
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
山
本
七
平
さ
ん
の
本
。
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
本
も
「
目
か
ら
鱗
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
山

本
七
平
さ
ん
の
広
い
読
書
と
鋭
い
感
性
・
知
性
の

成
果
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン

ダ
サ
ン
の
名
で
刊
行
の
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
』

『「
空
気
」
の
研
究
』『
日
本
人
と
は
何
か
』
あ
た

り
か
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。

②
鈴
木
大
拙
さ
ん
の
本
。禅
の
思
想
を
分
か
り

や
す
く
欧
米
に
も
伝
え
た
人
で
す
。春
秋
社
か
ら

『
新
版 
鈴
木
大
拙
禅
選
集
』（
全
十
一
巻
別
巻
一
）

も
出
て
い
ま
す
が
、文
庫
本
で
も
沢
山
出
て
い
ま

す
の
で
気
楽
に
（
中
身
は
凄
く
深
い
の
で
す
が
）

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
講
談
社
学
術
文
庫
に

は
『
禅
者
の
思
索
』、
岩
波
文
庫
に
は
『
日
本
的

霊
性
』、ち
く
ま
文
庫
に
は
『
禅
』
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
田
閑
照
・
岡
村
美
穂
子
編
『
鈴
木
大
拙

と
は
誰
か
』
も
お
薦
め
で
す
。
（
か
じ
た　

え
い
い
ち
）

学
校
法
人
奈
良
学
園
理
事
（
高
等
教
育
担
当
）

前
兵
庫
教
育
大
学
長

近
藤
俊
之

一
九
六
七
年
夏
、私
は
赤
の
広
場
近
く
の
国
立

百
貨
店
（
グ
ム
）
で
は
不
愛
想
な
レ
ジ
係
の
前
に

粗
末
な
布
地
を
も
っ
て
並
ぶ
長
蛇
な
列
を
み
た
。

モ
ス
ク
ワ
大
学
構
内
で
出
会
っ
た
学
生
は
、私
が

日
本
人
と
い
う
安
心
感
か
ら
か
短
波
放
送
で
聞

く
ジ
ャ
ズ
に
つ
い
て
熱
心
に
語
っ
た
。夏
休
み
を

使
っ
て
横
浜
か
ら
船
で
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
、そ

こ
か
ら
鉄
道
と
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
向
か
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

旅
に
出
か
け
た
き
っ
か
け
は
、
梅
棹
忠
夫
著

『
文
明
の
生
態
史
観
』を
読
ん
だ
こ
と
だ
。め
っ
た

に
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
私
だ
が
、本

好
き
の
友
人
に
連
れ
ら
れ
て
入
っ
た
図
書
館
で
、

書
名
に
魅
か
れ
て
借
り
た
の
だ
。書
名
の
由
来
と

な
っ
た
論
文
は
著
者
が
一
九
五
七
年
に
発
表
し

た
も
の
で
、こ
の
本
で
は
わ
ず
か
30
頁
を
占
め
る

に
過
ぎ
な
い
。
敗
戦
後
、遅
れ
て
い
る
日
本
は
欧

米
を
真
似
し
て

追
い
つ
こ
う
と

し
て
い
た
。
こ

の
論
文
は
「
日

本
は
も
と
も
と

高
度
な
文
明
国

で
あ
り
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の

西
側
地
域
と
共

通
点
（
梅
棹
は

第
一
地
域
と
表

現
）
を
も
っ
て

お
り
、
そ
れ
に

挟
ま
れ
た
広
大
な
地
域
が
第
二
地
域
と
呼
ば
れ

て
発
展
途
上
段
階
に
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。
も

は
や
戦
後
で
は
な
い
と
言
わ
れ
始
め
た
時
代
を
、

さ
ら
に
元
気
づ
け
た
論
文
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。著
者
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド

へ
の
旅
を
し
た
際
に
こ
れ
を
思
い
つ
い
た
と
記

し
て
い
る
。彼
の
考
え
を
追
体
験
す
る
こ
と
は
で

き
そ
う
に
も
な
か
っ
た
が
、一
番
安
上
が
り
の
シ

ベ
リ
ア
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
大
学
寮
や
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
ド
イ
ツ
の
家
庭
で
、食
事
の
仕

方
か
ら
ト
イ
レ
の
使
い
方
な
ど
、民
族
や
家
庭
に

よ
っ
て
生
活
様
式
（
文
化
）
が
違
う
こ
と
を
体
験

し
た
旅
と
な
っ
た
。

一
九
六
七
年
に
は
中
根
千
枝
の『
タ
テ
社
会
の

人
間
関
係
』が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
の

人
間
関
係
は
個
人
主
義
、契
約
精
神
の
根
付
い
た

欧
米
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
り
、「
ウ
チ
」
と
「
ソ

ト
」を
強
く
意
識
す
る
の
が
日
本
の
特
徴
だ
と
述

べ
て
い
る
。
中
根
は
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
、イ

ン
ド
、チ
ベ
ッ
ト
で
の
現
地
研
究
を
基
盤
と
し
て

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
「
タ
テ
社

会
」と
い
う
言
葉
を
一
般
の
人
た
ち
も
使
う
よ
う

に
な
っ
た
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
。

梅
棹
も
中
根
も
日
本
か
ら
離
れ
て
独
創
的
な

考
え
を
見
出
し
た
。誰
で
も
一
か
所
に
留
ま
り
な

が
ら
視
野
を
広
げ
、思
考
を
深
め
る
こ
と
は
難
し

い
。そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
に
は
違
っ
た
土
地
を
旅

し
、い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
は
重
要

だ
。
し
か
し
、
何
度
も
旅
に
出
ら
れ
な
い
し
、
多

く
の
人
と
付
き
合
う
こ
と
も
簡
単
で
な
い
。そ
れ

を
補
う
に
は
本
を
読
ん
で
そ
の
土
地
を
思
い
浮

か
べ
、登
場
人
物
と
会
話
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何

を
読
ん
だ
ら
良
い
の
か
と
迷
う
か
も
し
れ
な
い

が
、表
紙
や
背
表
紙
が
あ
な
た
に
語
り
か
け
て
く

る
本
を
手
に
し
た
ら
良
い
。そ
れ
に
は
ま
ず
図
書

館
に
入
っ
て
書
棚
の
前
に
立
つ
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。　　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ん
ど
う　
と
し
ゆ
き
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
V
H
J
機
構
専
務
理
事

本館・2F角川文庫
081/Ka14/2848

本館・2F中公文庫
081/C64/B
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ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

中
村
寿
夫

一
九
七
〇
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
経

済
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。特
に
何
に
な
り
た
い
と

い
う
確
た
る
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
内
は
七
〇
年
安
保
反
対
闘
争
や
大
学
紛
争

の
余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
中
で
騒
然
と
し
て
お
り
、ス
ト

ラ
イ
キ
や
休
講
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。

私
は
入
学
当
初
、大
教
室
で
の
講
義
に
全
く
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
興
味
が
持
て
ず
、
関
心
が
あ
っ
た
文

化
人
類
学
と
出
席
を
取
る
語
学
以
外
は
、
欠
席
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
留
年
は
し

た
く
な
か
っ
た
の
で
、試
験
前
に
は
情
報
を
収
集
し

た
り
、友
人
の
ノ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
丸
暗
記
し
て

試
験
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、自
分
な
り
に
考
え
て
答
案

を
書
い
た
文
化
人
類
学
が
「
良
」、
そ
の
他
の
科
目

は
全
部
「
優
」
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、二

年
次
に
は
語
学
と
体
育
以
外
は
出
席

す
る
気
に
な
ら
ず
、
本
を
読
ん
だ
り
、

友
人
と
の
間
で
、
今
に
し
て
思
え
ば
訳

の
分
か
ら
な
い
議
論
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
し
た
。

三
年
生
に
な
り
、
さ
す
が
に
こ
の
ま

ま
大
学
生
活
を
終
え
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
た
ま
た
ま
法
学
部

に
在
籍
し
て
い
た
高
校
時
代
の
同
級

生
か
ら
司
法
試
験
の
勉
強
を
始
め
た

と
聞
き
、自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
と
軽
い
気
持
ち
で

法
律
の
勉
強
を
始
め
、法
律
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
行
き
ま
し
た
。当
時
は
受
験
予
備
校
な
ど
な
い
時

代
で
し
た
か
ら
大
学
の
図
書
館
に
こ
も
っ
て
独
学

で
勉
強
し
、
三
年
後
に
司
法
試
験
に
合
格
し
ま
し

た
。
一
緒
に
勉
強
を
始
め
た
友
人
は
、そ
の
後
銀
行

に
就
職
し
、へ
き
地
医
療
を
担
い
た
い
と
医
学
部
に

入
り
直
し
て
医
者
に
な
り
、
八
丈
島
や
対
馬
で
医

療
に
従
事
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
人
生
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
。

多
く
の
本
を
読
み
ま
し
た
が
、
最
も
読
み
込
み
、

今
で
も
手
に
す
る
本
と
い
え
ば
、我
妻
榮
著
『
民
法

講
義
』を
お
い
て
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
わ
せ
て

八
冊
、三
四
七
八
ペ
ー
ジ
の
大
著
で
す
。
民
法
総
則

（
Ⅰ
）
と
債
権
総
論
（
Ⅳ
）
は
十
回
以
上
通
読
し
ま

し
た
。

我
妻
榮
（
東
大
名
誉
教
授 

一
九
七
三
年
没
）
は
、

民
法
の
解
釈
学
を
確
立
し
た
、ま
さ
に
泰
斗
と
い
う

べ
き
存
在
で
あ
り
、松
江
市
出
身
の
民
法
の
起
草
者

梅
謙
次
郎
は
別
格
と
し
て
、こ
の
人
を
超
え
る
民
法

学
者
は
後
に
も
先
に
も
い
ま
せ
ん
。
こ
の
本
に
よ
っ

て
、
民
法
と
は
何
か
、
物
権
、
債
権
と
は
何
か
と
い

っ
た
根
源
的
部
分
を
学
び
、民
法
を
体
系
的
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
で
も
民
法
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
判
例

な
ど
を
検
索
す
る
前
に
、
ま
ず
こ

の
本
を
開
き
ま
す
。

　
（
な
か
む
ら　
ひ
さ
お
）

島
根
県
弁
護
士
会
　
弁
護
士

福
島
敦
子

英
語
が
好
き
で
、英
文
科
を
選
ん
だ
も
の
の
、大

学
に
入
っ
た
当
初
は
授
業
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
つ
い

て
い
け
ず
、
落
ち
込
ん
だ
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
私
立
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
高
校
か
ら
入
学
し
て

き
た
女
子
学
生
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

も
よ
く
で
き
て
、英
語
で
行
わ
れ
る
授
業
で
ノ
ー
ト

に
な
に
も
書
き
取
れ
な
か
っ
た
私
は
、彼
女
た
ち
の

び
っ
し
り
情
報
が
詰
ま
っ
た
虎
の
巻
を
拝
借
し
、せ

め
て
落
第
は
し
な
い
よ
う
に
と
消
極
的
な
思
い
で

図
書
館
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。自
分
の
能
力
の
な

さ
に
卑
屈
に
な
っ
て
い
た
上
に
、将
来
の
目
標
や
進

路
も
見
出
せ
な
く
て
、鬱
屈
し
た
思
い
を
抱
え
て
の

学
生
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、一
人
の
先
生

と
の
出
会
い
で
し
た
。講
師
と
し
て
外
部
か
ら
大
学

に
招
聘
さ
れ
た
先
生
の
専
門
は「
マ
ス
コ
ミ
論
」。
放

送
業
界
や
出
版
業
界
で
長
年
に
わ
た
り
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
き
た
方
で
、経
験
談
を
踏
ま
え
て
の
授

業
は
、社
会
の
動
き
や
世
界
の
潮
流
を
実
感
で
き
る

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
り
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
果
た

す
べ
き
役
割
や
使
命
に
心
を
動
か
さ
れ
、乾
い
た
ス

ポ
ン
ジ
が
見
る
見
る
水
を
吸
収
す
る
か
の
ご
と
く

授
業
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。学
問
と
社
会

の
接
点
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
授
業
で
あ
り
、メ

デ
ィ
ア
の
仕
事
を
目
指
し
た
い
と
自
分
の
進
路
を

決
定
づ
け
る
も
の
と
も
な
り
ま
し
た
。

目
標
が
は
っ
き
り
定
ま
れ
ば
、勉
強
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
格
段
と
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後
、

図
書
館
は
自
分
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
積
極
的
に

勉
強
す
る
空
間
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
先
生
が
薦
め
て
く
れ
た
本
が
、ス
イ
ス
の
哲
学
者
、

カ
ー
ル
・
ヒ
ル
テ
ィ
の
『
幸
福
論
』
で
し
た
。
実
り

多
い
人
生
を
送
る
た
め
に
、
日
々
、
心
が
け
る
べ
き

こ
と
を
ま
と
め
た
格
言
集
で
、
優
し
い
言
葉
な
が
ら

示
唆
に
富
ん
だ
奥
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
心
に
刻
ん
だ
の
が
次
の
言
葉
で
す
。

着
手
せ
よ
。
ひ
と
た
び
ペ
ン
な
り
鍬

な
り
を
手
に
し
て
、
最
初
の
一
文
字
を

書
く
な
り
、
あ
る
い
は
一
打
ち
を
す
る

な
り
し
て
し
ま
え
ば
、
事
柄
は
す
で
に

ぐ
っ
と
や
さ
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

人
は
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、重
要
な
こ
と
ほ

ど
、事
前
の
準
備
が
足
り
な
い
と
か
、時
間
が
十
分

に
な
い
と
か
、
気
分
が
乗
ら
な
い
と
か
、
な
に
か
と

理
由
を
見
つ
け
て
先
延
ば
し
し
て
し
ま
い
ま
す
。し

か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
振
り
払
い
、
不
充
分
な

状
況
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
と
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
す

す
ん
で
い
く
も
の
な
の
で
す
。
結
果
、限
ら
れ
た
時

間
の
人
生
に
お
い
て
、多
く
の
果
実
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
言
葉
は
私
の
実
体
験
か
ら
も
真
実
だ
と
痛

感
し
て
い
ま
す
し
、今
後
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と

思
う
格
言
で
す
。
島
大
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
様
々

な
形
で
自
分
と
実
社
会
と
の
接
点
を
見
出
し
、
興

味
を
持
っ
た
こ
と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た

ら
、躊
躇
す
る
こ
と
な
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ

し
い
。そ
れ
が
可
能
性
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
ふ
く
し
ま　
あ
つ
こ
）

キ
ャ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

本館・1F閲覧
324.1/W14 ほか

本館・2F書庫
081/I95/1174-1175
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ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
皆
さ
ん
へ

松
浦
正
敬

　〈
私
の
学
生
時
代
〉

私
の
学
生
時
代
は
大
学
紛
争
の
真
っ
た
だ
中
で
、

ま
と
も
な
授
業
を
受
け
た
の
は
教
養
学
部
の
時
代

ま
で
で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
は
弁
論
部
に
所
属
し
、夏

休
み
に
は
長
野
県
の
松
原
湖
で
合
宿
練
習
な
ど
し

ま
し
た
が
、紛
争
の
さ
な
か
で
弁
論
大
会
を
行
う
よ

う
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
普
段
は
部
室
で
雑
談
を

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。弁
論
の
中
身
を
磨
く
た
め
に

当
時
人
気
が
あ
っ
た
サ
ル
ト
ル
な
ど
の
実
存
主
義

哲
学
の
本
を
た
く
さ
ん
読
み
ま
し
た
。「
ア
ン
ガ
ー

ジ
ュ
マ
ン
」（
投
企
）
と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
ま
し

た
。
未
来
の
自
分
を
思
い
描
き
、そ
れ
に
向
か
っ
て

懸
命
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　〈
空
白
の
古
代
史
に
興
味
を
持
つ

　
　
　
　学
生
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
〉

私
は
歴
史
が
大
好
き
で
す
。
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で
も
三
～
五
世
紀
、
空

白
の
世
紀
の
時
代
は
日
本
の
ル
ー
ツ
を
知
る
う
え

で
大
変
大
事
な
時
代
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、古
墳
な

ど
の
埋
蔵
物
と
中
国
の
歴
史
書
、記
紀
と
風
土
記
の

神
話
な
ど
か
ら
邪
馬
台
国
の
場
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
説
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
出
雲
王
国
」論
も

そ
の
一つ
で
、
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
大
量
の
銅
剣
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。私
も
京
都
府
に
在
職
し
て
い
た

こ
ろ
、当
時
府
立
大
学
長
だ
っ
た
門
脇
禎
二
先
生
か

ら
い
た
だ
い
た
『
検
証
古
代
の
出
雲
』
が
き
っ
か
け

で
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
近
は
大
遷

宮
を
契
機
に
、
再
び
出
雲
王
国
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。全
国
に
た
く
さ
ん
の
神
社
が
存

在
し
ま
す
が
、そ
の
大
部
分
が
出
雲
系
の
神
様
を
祭

る
も
の
で
す
。旧
暦
十
月
に
は
全
国
の
神
様
が
出
雲

に
集
ま
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
単
純
に
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
と
、古
代
は
出
雲
王
国
が
全
国
を
支
配
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と

を
強
く
主
張
す
る
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
村
井

康
彦
『
出
雲
と
大
和
|
古
代
国
家
の
原
像
を
た
ず

ね
て
』で
す
。
村
井
氏
は
出
雲
以
外
に
出
雲
系
の
神

を
祭
る
神
社
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
と
い
う
事
実

か
ら
出
発
し
、
出
雲
を
含
む
葦
原
中
国
は
出
雲
系

の
氏
族
が
作
っ
た
国
、す
な
わ
ち
出
雲
王
国
で
あ
っ

た
と
し
、
と
り
わ
け
大
和
の
三
輪
山
（
大
神
神
社
）

に
大
国
主
命
が
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
和

（
邪
馬
台
国
）
も
出
雲
系
の
民
族
が
作
っ
た
国
家
で

あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
到
達
し
ま
す
。記
紀
に
は
邪

馬
台
国
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、国
づ
く
り
神
話
の
中

核
は
実
は
邪
馬
台
国
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
雲
王
国
は
そ
の
後
、九
州
か
ら
東
征
し
て
き
た
新

興
勢
力
の
大
和
朝
廷
と
の
戦
い
に
敗
れ
、国
の
支
配

権
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
が
記
紀

の
い
わ
ゆ
る
国
譲
り
神
話
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る

と
い
う
の
で
す
。

村
井
氏
の
、
邪
馬
台
国
は
出
雲
族
が
建
設
し
た

国
家
だ
っ
た
と
い
う
説
は
、
出
雲
や
出
雲
族
が
日

本
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
ま
さ
に
出
雲
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
で

あ
り
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
誇
り
を
掻
き
立
て

て
く
れ
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
ま
つ
う
ら　

ま
さ
た
か
）

　

松
江
市
長

間
宮
　
馨

私
は
浜
田
高
校
を
卒
業
し
て
、
一
九
六
三
年
に
京

都
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。初
め
て
親
元
を
離
れ
、一

人
で
下
宿
屋
か
ら
通
学
し
ま
し
た
。不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、自
由
に
大
海
原
に
漕
ぎ
出
す
よ
う
な
わ
く

わ
く
し
た
気
持
ち
で
、
何
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
よ
う
に
な

ろ
う
と
中
古
の
ギ
タ
ー
を
買
っ
て
来
た
も
の
の
、
最

初
の
ひ
と
弾
き
で
バ
シ
ャ
ッ
と
全
部
の
弦
が
外
れ
た

の
で
す
ぐ
断
念
し
た
り
、
下
校
時
に
騙
さ
れ
て
粗
悪

な
背
広
を
買
わ
さ
れ
た
り
と
失
敗
続
き
で
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
う
ち
、
高
校
か
ら
の
延

長
で
語
学
部
に
入
り
、東
京
の
女
子
大
学
を
歴
訪
し

た
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
臨
時
ガ
イ
ド
に
採
用

さ
れ
て
、
外
国
人
を
京
都
の
名
所
に
案
内
し
た
り
と

得
難
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
科
学
技
術
庁
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
J
A
X
A
）
等
で
働
き
ま
し
た
が
、
そ
の

経
験
か
ら
、
小
惑
星
「
い
と
か
わ
」
の
試
料
を
持
ち

帰
る
と
言
う
奇
跡
を
生
ん
だ
「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
は
、「
高
い
目

標
を
持
つ
」、「
勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
」、「
何
度

失
敗
し
て
も
、
成
功
す
る
ま
で
は
決
し
て
あ
き
ら
め

な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

「
為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も 

成
ら

ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り

け
り
」
で
す
。

日
本
の
大
学
で
は

図
書
館
と
は
無
縁
で

し
た
が
、
役
所
に
入
っ

て
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
大
学

に
修
士
留
学
し
た
時

は
、
宿
題
と
し
て
与
え

ら
れ
る
読
書
を
こ
な
す
た
め
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
図

書
館
に
入
り
浸
り
で
し
た
。最
後
は
論
文
を
書
く
た

め
、
全
米
一の
東
洋
図
書
館
に
通
い
ま
し
た
。

こ
の
五
十
年
間
で
随
分
多
く
の
本
を
読
み
ま
し

た
が
、
そ
の
中
か
ら
次
の
三
冊
を
お
薦
め
し
ま
す
。

一
冊
目
は
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
』
で
す
。
こ
れ

は
、
遊
牧
民
族
対
農
耕
民
族
、
一
神
教
対
多
神
教

等
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
比
較
か
ら
日
本
人
の
特
質
を
浮

き
彫
り
に
し
た
も
の
で
、
信
じ
ら
れ
な
い
位
豊
か
な

学
識
と
鋭
く
巧
妙
な
論
理
か
ら
生
み
出
さ
れ
る「
隣

百
姓
」
と
か
「
日
本
教
徒
」
と
言
う
概
念
に
は
「
眼

か
ら
鱗
」
で
、日
本
人
の
何
た
る
か
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
イ
ザ
ヤ・ベ
ン
ダ
サ
ン
な
る
ユ
ダ
ヤ
人
が

英
語
で
書
い
た
の
を
、
山
本
七
平
氏
が
翻
訳
し
た
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
留
学
中
に
英
語
の
原
書
を

探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
実
は
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン
と
は
、
山

本
七
平
氏
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

二
冊
目
は
『
禅
と
日
本
文
化
』
で
す
。
こ
れ
は
、

世
界
で
最
も
有
名
な
日
本
人
と
言
わ
れ
る
鈴
木
大

拙
氏
が
欧
米
人
の
た
め
に
英
文
で
書
い
た
も
の
で
、

私
は
留
学
中
に
原
本
を
読
ん
で
、禅
の
影
響
で
日
本

人
の
性
格
と
文
化
が
い
か
に
形
作
ら
れ
て
来
た
か
を

学
び
、
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。

三
冊
目
は
『
出
雲
と
大
和
』
で
す
。
島
根
県
人
た

る
私
は
、
古
事
記
等
で
語
ら
れ
る
「
国
譲
り
」
に
興

味
を
持
ち
、
そ
の
「
譲
ら
れ
た
国
」
と
は
ど
の
よ
う

な
国
だ
っ
た
の
か
を
知
り
た
く
て
関
連
書
籍
を
読

み
漁
り
ま
し
た
が
、
答
え
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
に
は
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
本
の
一つ
の
結
論
が
、「
邪
馬
台
国
は
出
雲

勢
力
の
立
て
た
ク
ニ
で
あ
っ
た
」
と
言
う
こ
と
か
ら

も
分
か
る
通
り
、
日
本
の
古
代
史
に
変
革
を
迫
る
一

書
で
す
。
近
年
こ
れ
ほ
ど
「
わ
く
わ
く
ど

き
ど
き
」
し
な
が
ら
読
ん
だ
本
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
出
雲
を
中
心
と
す
る
古
代

の
ク
ニ
の
成
り
立
ち
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
（
ま
み
や　
か
お
る
）

（
公
社
）
科
学
技
術
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長

本館・2F岩波新書
081/I95-14/1405

本館・1F閲覧
188.8/Su96
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私
た
ち
は
図
書
館
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
、本
館
で
利
用
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成

二
十
五
年
度
は
第
四
期
目
で
、16
名

（
う
ち
11
名
が
新
規
）で
活
動
し
ま

し
た
。四
月
に
本
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、新
し

く
な
っ
た
図
書
館
で
は
初
め
て
の

活
動
に
な
り
ま
し
た
。一
年
間
の

活
動
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、新

入
生
の
み
な
さ
ん
に
図
書
館
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

利
用
サ
ポ
ー
ト

　
授
業
の
あ
る
期
間
は
、サ
ブ
カ

ウ
ン
タ
ー
で
利
用
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。図
書
館
が
新
し
く
な
り
、資
料

や
部
屋
の
配
置
、利
用
方
法
な
ど
が
変
わ
っ

た
の
で
、利
用
者
の
方
に
適
切
に
案
内
で
き

る
よ
う
、皆
が
気
合
を
入
れ
て
臨
み
ま
し
た
。

質
問
さ
れ
た
こ
と
に
答
え
る
だ
け
で
は
な

く
、ど
う
答
え
れ
ば
利
用
者
の
方
に
わ
か
り

や
す
い
か
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。は
じ
め
は
上
手

く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
質

問
を
こ
な
す
う
ち
に
利
用
者
が
何
を
知
り
た

が
っ
て
い
る
の
か
、何
が
し
た
い
の
か
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

業
務
サ
ポ
ー
ト

　

利
用
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
に
、カ
ウ
ン
タ
ー

業
務
で
の
経
験
を
活
か
し
た
自
主
的
な
サ
ー

ビ
ス
改
善
の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今
期
は
、図
書
館
利
用
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル

「
M
y
O
P
A
C
」の
案
内
パ
ン
フ
の
作
成
、

七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
作
成
、お
薦
め
の

本
を
紹
介
す
る「
ブ
ッ
ク
コ
ン
パ
ス
」の
展
示

を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、近
隣
の
学
生
に
大

学
図
書
館
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、図
書
館
活
用
の
新
た

な
試
み
と
な
り
ま
し
た
。ど
の
企
画
も
好
評

で
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
活
動
し
て
い

て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
協
働
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
と
っ
て
最
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が「
大
学
図
書
館
学
生
協
働
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
す
。今
期
は
第
三
回
目
と

な
り
、九
月
五
日
、六
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て

島
根
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は

「
私
た
ち
の
手
で
つ
く
り
出
す
図
書
館
の
形

|
人
を
引
き
付
け
る
空
間
を
目
指
し
て
|
」

で
す
。島
根
大
学
か
ら
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

9
名
が
参
加
し
て
、他
大
学
と
の
情
報
交
換

や
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
大
学
の
活
動
の
成
功
例
や
反
省
点
を

聞
き
、自
分
た
ち
の
活
動
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、利
用
者
に
と
っ
て
身
近
な

図
書
館
づ
く
り
へ
の
土
台
固
め
に
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し
た
。結
論
を
出
さ

な
く
て
も
い
い
の
で
話
題
が
自
由
に
広
が

り
、新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
素
と
な
る
意
見
を

出
し
合
え
る
、今
後
の
活
動
の
参
考
に
な
る

企
画
で
し
た
。

　

近
年
で
は
書
店
な
ど
も
カ
フ
ェ
の
併
設
や
そ

れ
に
伴
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
を
引
き
付
け

る
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。大
学
図
書
館
で
の

活
動
に
関
わ
る
者
と
し
て
、図
書
館
資
料
の
利

用
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
初
年
次
の
学
習
の
質

問
に
応
じ
る
企
画
を
行
い
、利
用
者
自
身
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
、自
発
的
な
学
習

の
場
と
し
て
の
魅
力
に
気
付
い
て
も
ら
う
よ
う

な
取
り
組
み
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

課
題
と
展
望

　

今
期
の
メ
ン
バ
ー
は
学
部
二
回
生
か
ら
大

学
院
生
ま
で
と
様
々
で
、専
門
分
野
も
多
岐

に
わ
た
り
、多
様
な
視
点
で
の
活
動
が
で
き

ま
し
た
が
、そ
の
か
わ
り
、メ
ン
バ
ー
全
員
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、利
用
サ
ポ
ー
ト
以
外

で
は
個
人
で
企
画
し
実
施
す
る
活
動
が
多
か

っ
た
の
で
、来
期
は
メ
ン
バ
ー
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
と
り
、皆
で

実
行
す
る
よ
う
な
企
画
を
立
て
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

　

来
期
も
引
き
続
き
活
動
す
る
予
定
で
す
の

で
、今
期
の
反
省
点
を
活
か
し
て
、更
に
磨
き

の
か
か
っ
た
頼
り
が
い
の
あ
る
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。図

書
館
に
興
味
の
あ
る
方
、一
緒
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
。応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
た
け
ひ
さ　

ひ
ろ
あ
き
）

頼
り
に
な
る「
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を

目
指
し
て
総
合
理
工
学
部
　
電
子
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
4
年
　
竹
久
弘
晃



　本館ラーニングコモンズで、図書館では初の「ビブリオ○○○」が短期間のうちに3回開催されました。きっかけは、学生サー
クルの島大 Spirits!! です。アクティブラーニング大歓迎の新しい図書館にぴったりのイベントです。今後も、ブックトーク
等の定期的な開催を予定しています。

　＜5 分間の本紹介＞＆＜2～3 分のディスカッション＞で、
観客が一番読みたくなった本（チャンプ本）を決めるのが“ビ
ブリオバトル” です。島大 Spirits!! では、このビブリオバ
トルを読書のきっかけ作りにしようと思い、プレイベントと
して “ビブリオトーク” を開催しました。ゲーム感覚で気軽

に本を紹介し合うことで、文字だけの書評では伝わらない、
本に対する熱い想いを伝えることができ、聴く側の読んでみ
たいという気持ちがより強く引き出されます。本さえあれば
できる新感覚書評バトル、あなたも次回参加してみませんか。

　生物資源科学部　　山岡菫子（島大 Spirits!!）

■第 1回
ビブリオトーク
平成25年 12 月 19 日（木）

山岡　菫子（生物資源 2）　有川浩『植物図鑑』
藤原　健祥（生物資源 1）　重松清『エイジ』
中筋　昂太（生物資源 3）　高橋美保『自分をわかってあげる自己愛心理学』
須山　智帆（生物資源 2）　マイク・ターラー『ぼちぼちいこか』

　初の試みで不安もありましたが、ラーニングコモンズのほぼ半分
の席が埋まりました。制限時間をうまく使って伝えるというのはな
かなか大変で、緊張して思うように言葉が出てこない場面もありま
したが、全員に温かい拍手が送られました。発表後のディスカッショ
ンも、ビブリオトークならではの和やかな雰囲気でした。

■第 1回
ビブリオバトル
平成26年 2月 11 日（火）

森　とうこ ( 島大附属中学校 )　　　緑川ゆき『夏目友人帳』
★永井　三千 (島根県立大学短期大学部 ) 石持浅海『人柱はミイラと出会う』
山邊　まほ ( 島大附属中学校 )　　　大高忍『マギ』
田代　勝豊 ( 島根大学 )　　　　　　ますむらひろし『アタゴオル玉手箱』

　他の学校にも参加者を募ったところ、中学生も 2 名参加してくれました。準備期
間が短かったこともあり、ビブリオバトル自体は盛り上がりに欠けましたが、初のバ
トルに観戦者を含め 14 人の参加があり、交流会を兼ねたワークショップは盛況でし
た。今回は「マンガ好き・ライトノベル好き」に限定した企画だったため、参加者
の間に連帯感が生まれ、「みんなに自分の話を受けとめてもらえる感じが良かった」
との感想がありました。 教育学部　田代勝豊（図書館コンシェルジュ）

■第 2回
ビブリオトーク
平成26年 1月 23 日（木）

　１年生 3 人に、図書館コンシェルジュの 4 年生、さらに本が大
好きという職員も参加して、バラエティに富んだ内容になりました。
まだプレゼンに慣れていない印象の１年生でしたが、逆に推薦本に
対する愛情が強く伝わってきました。本に関する情報だけでなく、
自分との関わりや読書歴などを含めると、発表の内容がグッと濃く
なるようです。

藤井　春菜（生物資源 1）
小材　佳之（生物資源 1）
新宅みゆき（生物資源 1）
田代　勝豊（教育 4）

川見亜佐美（職員）

重松清『きみの友だち』
羽海野チカ『3月のライオン』
光原百合『星月夜の夢がたり』
ウンベルト・エーコ
『もうすぐ絶滅するという紙の書物について』
塩野米松『失われた手仕事の思想』

ビブリオトーク／ビブリオバトル開催

★はチャンプ本
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医学図書館

本　　　館

2013（平成25）年10月～2014（平成26）年2月

中学生職場体験
『 2013. 10.2〜10.3

出雲市立第二中学校の生
徒2名が職場体験実習をし
ました。図書の返却作業、
書棚や閲覧机等の掃除、図
書の修繕等を行っていただ
きました。2名とも図書委
員の経験があり、作業をよ
く理解し、利用者への気遣

いも見せながら取り組んでくれました。感想を伺うと、書棚の掃除
が一番大変だったそうです。

島根県医療関係機関等図書館（室）懇談会　総会
『 2014. 1.21
出雲市立総合医療センターで医図懇の総会が開催され、14機関か

ら18名参加しました。出雲市立総合医療センター内科医長による講
演をはじめ、リハビリテーションカレッジ島根等による発表や当館
からの報告等がありました。遠方から参加されている機関もあり、
情報交換を通じて充実した会となりました。

中学生職場体験
『 2013.10. 1～10. 2

松江市立湖南中学
校の生徒2名が職場体
験実習をしました。後
期が始まったばかりで
多数の返却本があり、
返却作業、書架や机
の掃除、図書の修理
に取り組んでいただき
ました。

蔵書リユース市
『 2013.10.29～10.31
9年目の開催となっ

た今年は約8,000冊の
本が並び、そのうち
約半数を販売するこ
とができました。こん
なに多くの本を再利
用していただけるの
は嬉しい限りです。た
くさんのご来場あり
がとうございました。

怪談展ギャラリートーク
『 2013.10.30
八雲会常任理事の小泉祥子氏

をお迎えし、企画展示「怪談展」
の最後を締めくくるギャラリー
トークを開催しました。「怪談」
の世界を味わってもらおうと、
図書館職員による朗読劇や映画
鑑賞も行い、ラーニングコモン
ズはいつもとは違う、怪しくも
楽しい雰囲気に包まれました。

松江城下・今昔展
『 2013.11.26～2014. 2.14
城下町松江の誕生と移り変わ

りを紹介する企画展「堀尾・京極・
松平－松江城下・今昔－」を開
催しました。堀尾氏による松江
城築城に始まり、京極氏による
城下町整備、松平氏による殖産
興業など、地域に根ざした産業
により窮乏期を乗り越え、近代
の戦火をも逃れて昔のたたずま
いを今に伝える松江の歴史を再
認識しました。

お薦め図書コーナー「ひとたなブックス」
『 2013.12.  9～

1つのテーマにつき1棚を使っ
て本の展示をする「ひとたな
ブックス」を始めました。学生、
教職員なら誰でも参加できるた
め、バラエティに富んだ内容の
本が並びました。1棚に置く本
は4～5冊なので、借りるだけ

でなく、ぜひ本屋さんになった気分で気軽に参加してください。

ビブリオトーク＆ビブリオバトル
『 2013.12.19、2014. 1.23、2014. 2.11
学生主催によるビブリオトークとビブリオバトルを開催しまし

た。詳細については今号の記事をご覧ください。来年度からは定
期的な開催が予定されています。

雑誌の見直しアンケート実施
『 2013.12.12～2014. 1.16

新聞・雑誌コーナーの雑誌
は数年ごとに見直しを行って
います。2014年度の購読誌を
決めるのにあたって利用者ア
ンケートを実施し、いただい
た意見や希望を参考に、新規
購読、中止を決定しました。

図書館利用アンケート実施
『 2014.1.20～2.12
改修工事から１年が経過したところで、利用の実態や施設の満
足度を調査し、施設やサービスの改善に反映させるためのアンケー
ト調査を実施しました。




